


































堂前　豊　部門別資金過不足と IS-LM 分析 ─試論的考察─
ち LM 曲線は上方にシフトする。その結果、投資は減少し、実質 GDP も減少する
こととなる。なお、家計が、増加した預金の全てを引き出して国債を購入しようと
する場合には、企業の借入れ需要の増加と銀行貸出の増加が一致するので、実質








Blnder (988) は、貸出市場と債券市場の不完全代替性を考慮に入れて、IS-LM 分


















































表 1 各部門のバランス・シート 
                       中央銀行 銀行 企業 家計  
資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 
中央銀行貸出 𝐿𝐿𝐶𝐶
𝑆𝑆    𝐵𝐵     𝑖𝑖𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 
中央銀行当座預金  𝑅𝑅𝑠𝑠 𝑅𝑅      0 
コールローン   𝐶𝐶𝐿𝐿 𝐶𝐶𝐶𝐶     𝑖𝑖𝐶𝐶 
貸出   𝐿𝐿𝑆𝑆   𝐿𝐿𝑓𝑓
𝑑𝑑   𝑖𝑖𝐶𝐶 
預金    𝐷𝐷𝑠𝑠 𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑  𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑  𝑖𝑖𝐷𝐷 
実物資産／純資産     𝐾𝐾𝑓𝑓 𝑊𝑊𝑓𝑓  𝑊𝑊ℎ   y 
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　⑮　企業の預金需要（ Ddf ）は、取引動機にもとづくもので、預金金利（ iD ）の
増加関数、貸出金利の減少関数、実質 GDP（ y ）の増加関数である。
　⑯　家計の預金需要（Ddh ）は、家計貯蓄（Sh ）の蓄積によって形成された家計























        dtySiIyiiDL fLfLDdf
d















る。銀行数n のもとで、銀行の中央銀行借入量は ( )kBnB ⋅≡ 、中央銀行当座預金量は 




kkk DCMBLCLR ++≡++   …バランス・シート制約
E




k LD =                …期待預金量の制約
( ) ( )
( )
( )







































 skDCL LCiii   
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堂前　豊　部門別資金過不足と IS-LM 分析 ─試論的考察─
( )kRnR ⋅≡ 、コールローンの超過供給量は、 ( )( )skks LBnLBCMCL ⋅−⋅≡⋅−≡− ββ 、






中央銀行貸出市場    BRL ssC     
中央銀行当座預金市場  RRs     
コール市場       0 sLBCMCL   
貸出市場                dtySiIyiiDL fLfLDdfs ,,  










DCL   







財市場              Lfhf iIySyS   
（実物資産                dtiIdtySyS Lfhf  ） 
 
（2－1）      Lfhf iIySyS        …IS 曲線 





















































































表 2 拡張モデルにおける各部門のバランス・シート 
                                 政府 中央銀行     銀行   企業 家計  
資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 
中央銀行貸出   𝐿𝐿𝐶𝐶
𝑆𝑆     𝐵𝐵      𝑖𝑖𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 
中央銀行当座預金    𝑅𝑅𝑆𝑆  𝑅𝑅       0 
コールローン     𝐶𝐶𝐿𝐿 𝐶𝐶𝐶𝐶     𝑖𝑖𝐶𝐶 
貸出     𝐿𝐿𝑆𝑆   𝐿𝐿𝑓𝑓
𝑑𝑑   𝑖𝑖𝐶𝐶 
国債  𝐵𝐵𝑔𝑔
𝑠𝑠   𝐵𝐵𝑏𝑏
𝑑𝑑    𝐵𝐵ℎ
𝑑𝑑  𝑖𝑖𝐶𝐶 
預金      𝐷𝐷𝑠𝑠 𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑  𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑  𝑖𝑖𝐷𝐷 
































家計の国債需要（Bdh   ）は、家計の純資産から預金需要を控除したものとなる。
に表される。 
          yiiDdtTySiiyiiDD BDTdhhBDBDTdhdh ,,,,,,   

家計の純資産から預金需要を控除したものとなる。 
          


























行k の期待利潤（πEｋ  ）と制約条件は次のように表される。









考えられる。銀行数n のもとで、銀行の中央銀行借入量は ( )kBnB ⋅≡ 、中央銀行当
座預金量は ( )kRnR ⋅≡ 、コールローンの超過供給量は ( )dbs BLBCMCL +⋅−≡− β 、 
貸出量は ( )sks LnL ⋅≡ 、国債保有量は ( )dbkdb BnB ⋅≡ 、預金量は ( )sks DnDR ⋅≡=β となる。
( ) ( )
( )
( )( ) ( )





















































  DCBdbkskDCL iiiBLCiii    






kkk DCMBBLCLR ++≡+++       …バランス・シート制約
E













中央銀行貸出市場   BRL ssC     
中央銀行当座預金市場 RRs     
コール市場        0 dbs BLBCMCL   
貸出市場               dtySiIyiiDL fLfLDdfs ,,  
国債市場             },,,{,1 yiiDdtTySiiBB BDTdhhBDsgdb     












   
預金市場       
   
















財市場             Lfhf iITySTyS  ,,  
（実物資産               gLfghf KdtiIWdtySyS  ） 
 
項で簡潔に論じておきたい。 
（3－1）      Lfhf iITySTyS  ,,                           …IS 曲線 
（3－2） 
   















     …LM 曲線 























           …コールレート決定式 
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図 2 部門別資金過不足による均衡の変化 
～国債市場が存在する場合～ 
E0




















































） 実物資産については、本稿のモデルでも一般的な IS-LM モデルでも、投資によ
って増大すると解釈されることは共通している。
2） iL > iB の場合、銀行k は、国債保有を削減して貸出を増大することで、限界業
務費用を不変に保ったまま、収入を増やすことができる。各銀行が同様に行動す
れば、貸出金利は低下し、国債金利は上昇することとなる。このような動きは、
iL = iB が成立するまで続くはずである。iL < iB の場合も同様に考えることがで
きる。
3）コール市場が均衡するとき db
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